研究紹介記事１
ジャンル：太陽電池
代表的な研究分野：無機太陽電池、有機太陽電池、インフラシステム

1. 太陽電池とは
太陽の光、それは数少ない地球の外からやってくるエネルギーだ。黒い服で外出した時、「熱を持っている」と感じたことがあるだろうか。これは太陽の光が服に吸収され、熱というエネルギーに変換されたためだ。このような太陽の光が持つエネルギーを電気に変えるのが「太陽電池」だ。
太陽電池の普及には、コストパフォーマンスが良く、環境に優しい材料でできていることが求められている。そのため、より安価で性能がいい太陽電池を、簡単に作る方法を求めた研究がおこなわれている。また太陽電池を実際にどのように運用するかといったインフラの観点も、重要な研究分野の一つとして挙げられる。本記事では代表的な3つの研究分野に焦点を当てて紹介する。

2. 無機太陽電池
[bookmark: _GoBack]材料は太陽電池の性能を決める重要な要素だ。無機半導体を使用する太陽電池は、光電変換効率*1が高いという特徴がある。無機半導体にはSiを用いたものやGaとAsなど元素を組み合わせて作り出した化合物を用いるものがある。これらの太陽電池を普及させるための主な課題はコストである。そのため、コストを抑えられるように作成プロセスを改良する方法や、比較的入手しやすい元素を用いて化合物を作る方法などがテーマとして研究されている。
研究室の例）東京工業大学、山田・宮島研究室（http://solid.pe.titech.ac.jp/index.html）

3. 有機太陽電池
　有機太陽電池は作製が容易であるという特徴がある。簡単に作ることができれば、コストを抑えることができる。しかし、変換効率は無機太陽電池と比べると低い値を示す事が多い。有機半導体を用いた太陽電池には、有機物だけからなるものと、無機物と組み合わせたものがある。後者では、特にペロブスカイト型結晶*2を用いた太陽電池が主流となっており、無機太陽電池にも劣らない変換効率を出している。より高い変換効率を出す材料や作製方法、また未解明な点が多い動作原理の解明などがテーマとして研究されている。
研究室の例）桐蔭横浜大学、宮坂研究室（https://www.cc.toin.ac.jp/sc/miyasaka/）
　　　　　　京都大学、高分子機能学研究室（http://www.photo.polym.kyoto-u.ac.jp/ja/members-j）

4. インフラシステム
太陽電池はその運用方法にも課題がある。太陽光による発電を行うには当然ながら太陽が出ている必要がある。つまり、夜間や雨天時と晴れた昼間では発電量が大きく異なってしまう。電力インフラでは安定して電力を供給する必要があるため、蓄電や水素への変換を行うことで、使用電力の調整を行う必要がある。その最適な運用方法を検討することは重要な研究テーマとして挙げられる。また、太陽光発電により生じる電力は直流だが、家庭で使用される電力は交流である。そのため、これらを変換するコンバーターが必要となり、そのロスを低減させることもテーマとして研究されている。

研究室の例）東京大学、荻本研究室（http://www.ogimotolab.iis.u-tokyo.ac.jp/）
　　　　　　筑波大学、新エネルギーシステム研究室
（http://www.risk.tsukuba.ac.jp/okajimalab/study.html）

*1 光電変換効率：光を電気に変えるときの効率。電気に変換されないエネルギーは主に熱に変換される。
*2 ペロブスカイト型結晶：結晶構造の一種、BaTiO3などがこの形の結晶構造を取る。
